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五島警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和５年10月27日(金) 13時30分～15時20分

場 所 五島警察署講堂

１ 協議会

佐々木会長 稲生委員 入口委員 小杉委員 坂本委員

２ 警察署

出 席 者 松尾署長 峰副署長 岡田警務課長 松尾生活安全課長

山口地域課長 佐々交通課長

３ 書記

警務係長

１ 警察職員の行為に係る懲戒処分について

署長から

道路交通法違反事案

について説明があった。

２ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。

(1) 「様々なメディアを活用した広報活動の推進」について

ア テレビ放映（ＮＨＫ）を活用した広報活動を実施した。

イ 新聞掲載及び新聞折り込みチラシを活用した広報紙の配布を

実施した。

会議の状況 ウ 長崎県警察公式ＳＮＳを活用した広報を実施した。

エ ミニ広報紙等を活用した広報を実施した。

(2) 「自転車の対策を含む交通安全対策の推進」について

ア 自転車利用の学生等に対する交通安全指導を実施した。

イ 外国人に対する交通安全講習会を開催した。

ウ メディアを利用したヘルメット着用を促進する広報を実施した。

３ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について

署長から、前回協議会における諮問テーマ「円滑な職場環境を構

築ための方策について」への答申に対する推進状況について、次の

とおり説明があった。

○ 「署員間のコミュニケーションを入念に図ってもらいたい」

について

・ パワハラ防止カードを作成し、署員に配布した。

・ レクリエーションを実施した。

・ 「ちょっと集まろ会」を開催した。

４ 令和５年７月から９月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間等における少年の非行防止対策の推進

ア 少年ボランティアと連携した活動として

○ 少年補導員との合同街頭補導活動



○ 少年指導委員との合同立入り

を実施した。

イ 携帯電話キャリア会社と連携したＳＮＳ対策を実施した。

(2) 夏期における水難・山岳遭難の防止の推進

ア 水難・山岳事故の発生状況について

イ 水難・山岳事故防止に向けた対策として

○ 海水浴場への立ち寄り警戒等

○ 登山道入口への立ち寄り、登山客への注意喚起等

を実施した。

(3) 身近な犯罪の検挙

ア 刑法犯の発生状況について

イ 身近な犯罪の検挙について

(4) 飲酒運転を始めとする夏期特有の交通違反対策の推進

ア 広報チラシを作成し、酒類提供店に掲示を依頼した。

イ 青年会議所による飲酒運転追放宣言を実施した。

会議の状況 ウ 酒類提供店訪問活動及び車両検問活動を実施した。

(5) 緊急事態対策の推進

ア 福江空港においてハイジャック訓練及び不法侵入者対応訓練

を実施した。

(6) 積極的な人材確保活動の強化

ア 巡回連絡を通じての各世帯に対する募集活動を実施した。

イ 高校に対する業務説明会を実施した。

ウ 昨年の受験希望者への声掛けを実施した。

５ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) ニセ電話詐欺を始めとした犯罪抑止対策の推進

(2) 街頭活動の推進

(3) 身近な犯罪の検挙

（4）夕暮れ時における交通事故防止対策の推進

(5) 緊急事態対策の推進

(6) 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

６ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

効果的な警察広報を行うための方策について

(2) 協議会からの答申

佐々木会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内

容について確認があり、全会一致で了承された。

○ 世代に応じた方法を用いた広報を実施してもらいたい。

○ 年末年始に向けた各種事件・事故抑止対策の推進

提 出 意 見 年明けを迎えるにあたり慌ただしくなることから、様々な事件・

事故の抑止対策に取り組んでもらいたい。


